






















































要約:本研究班で採用している食品摂取頻度調査の再現性と妥当性について検討した。小

学 4 年生の保護者に対する再現性の調査では、夏と冬で各食品群の摂取頻度の一致度を

Cramer の関連係数で検討した結果、3食品群以外では有意な関連係数を示した。女子短大

生に対する留置法との一致度の調査では、7 食品群において 1 回平均摂取量、1 日平均摂

取量ともに近似値を示した。食品摂取頻度調査の妥当性について、Wi11ett が提示してい

る 7基準に基づき検討を加えた。


